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研究成果の概要（和文）：大学生の友人関係について、講義の出席打刻データより推定されたネットワークを利
用して社会ネットワーク分析を行った。分析結果より仮定できる友人関係生成プロセスを基にシミュレーション
モデルを構築し、実際の友人関係の現象を再現できていることを確認した。これらの分析を基に、友人生成しや
すいグループ編成法を提案し、実際のグループワークに適用し、友人生成以外にも協同学習効果を高める結果を
得られた。

研究成果の概要（英文）：We analyzed social networks estimated by attendance data of lectures in 
university.  Based on results of analysis, we constructed a simulation model for friendship 
generation. We confirmed that our model can roughly simulate actual friendship relation.　
Furthermore, we proposed grouping methods for friendship generation and applied to actual group 
works. As a result, we confirmed that our proposed methods cause friendship generation and enhance 
the cooperative learning effect.
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１．研究開始当初の背景 
学級集団においては、教師が適切な学級経営
を行うことが求められている。特に、「いじ
め」や「学級崩壊」などをはじめとする教育
にかかわる問題は適切な学級経営なしには
解決できない。本研究では、特に生徒同士の
コミュニケーションに着目し、教師が生徒の
コミュニケーションが円滑に進むように介
入する場合を想定する。そのために、我々は
これまでに生徒の個性と生徒同士のコミュ
ニケーションおよびそれによって変化する
友人関係に着目し、マルチエージェントシス
テムを構築し、実際の中学校の 1 クラスにお
けるアンケートに基づく実データを用いた
シミュレーションによる分析を行ってきた。
分析の結果、学級内の円滑な友人関係を構築
するためには、グループ活動および教師の適
切な介入が必要であることが明らかとなっ
た。本研究では、教師介入の方法として、友
人生成にうまく働くようなグループ分割を
考える。現在、社会ネットワーク分析で多く
用いられているコミュニティ分割の指標で 
あるモジュラリティを拡張した新しいコミ
ュニティ分割手法や、Jaccard 係数を用いた
友人になりやすい要素を含むコミュニティ
分割手法を複数提案し、実際の授業において
教師介入を実行する実験を行っている。実際
の授業において使用する学生の友人関係デ
ータは、本学の IC カードによる出席管理シ
ステムの打刻差を用いた友人関係ネットワ
ーク推定を行う研究を利用することで安定
的に得られるものとしている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、教師の適切な学級経営支援
である。出席管理システムの打刻差データよ
り推定される学生の友人ネットワークの変
移を分析することで、教育現場への効果的な
教師介入方法について提案する。教師介入方
法としては、現在のネットワークの状況を判
別し、問題点を自動的に洗い出し、その問題
点を解決するべく学級内でのグループ活動
における班分け方法を提示する。さらに、ネ
ットワークシミュレーションにより有効と
される班分け方法を実際の教育現場で実践
し評価を行う。本研究では、ネットワーク構
造に即した効果的な班分け手法を実現させ
ることで、様々な教育現場、もしくは社会に
おける円滑な友人形成推進を図る。 
 
３．研究の方法 
本研究では、まず、１）学生のコミュニケー
ション行動およびクラスのネットワーク特
徴を調査、２）友人形成に効果的なグループ
コミュニケーションについて検討し、ネット
ワーク構造特徴に適したグループ分割手法
を提示するシステムを作成、を並行して実施
する。作成したグループ分割手法について実
際のグループ活動を行う講義において実践
する。半期の講義前後での友人ネットワーク

の変化を観察することで、グループ分割手法
の効果を確認・考察を行う。実際の講義にお
いては、講義前後に対象学生に対する友人関
係のアンケート調査、および、出席管理シス
テムより得た友人ネットワークの変化を観
察することで評価を行う。さらに、実際の学
生の心理行動を模擬したシミュレータを作
成し、グループ分割の効果の事前確認を可能
するシステム構築を目指す。 
 
４．研究成果 
大学生の友人関係について、講義の出席打

刻データより推定されたネットワークを利
用して社会ネットワーク分析を行った。分析
結果を基に、友人生成しやすいグループ編成
法を提案した。図 1 に、実際のグループワー
クに本手法を適用した際の、全てのクラスの
中で最もグループ内友人関係数が増加した
クラスの協調学習前の 7月のネットワーク図
と協調学習の終盤時である 12 月のネットワ
ーク図を示す。各ノードは学生を表し，編成
されたグループ毎に同じ色で表示した。各ノ
ードを結ぶエッジは友人関係を表す。7 月の
ネットワーク図からは同じ色のノードにエ
ッジが張られていない，すなわち同グループ
内に友人関係がないが，12月のネットワーク
図では，同じ色のノード同士にエッジが張ら
れている様子がいくつか確認できる。 

 
図１：グループワーク前後のネットワーク図 
 
図２に、実際のグループワークに適用した

際のグループワーク実施後のアンケート結
果のグループ編成法別の平均値を示す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２：アンケート結果 

各提案手法（橙以外）を従来手法である学籍
番号によるグループ編成を用いた場合（橙）
と比較した結果，全ての設問において従来手
法より提案手法の点数が上回る結果となっ



た。特に、設問 1 の「授業目的の理解」、設
問 2 の「授業方法」、設問 5 の「会議方法の
習得」、設問 7 の「友人関係」について評価
が高い結果となった。本研究は、友人生成を
目的としてグループ編成法を提案したが、副
次的な効果として、友人生成以外にも協同学
習効果を高める結果を得られた。 
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